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この 4段階に沿って、大きく 4部を構成している。 
 第 1部で著者は、明治初期から 10 年代を範囲に、この時期、美術の概念の受容に伴い、旧来の書の
位置が搖動し始める点に注目している。ここでは、その具体例として、書の理論（第 1章）と、博物館






 第 2部で著者は、明治 20年代から 30年代を範囲に、「書画」の枠組の解体と、書の位置の相対的な
下降に注目している。ここでは、その具体例として、書の理論（第 4章）と、博覧会・美術団体（第 5




 第 3部で著者は、明治 40 年代から大正初期を範囲に、書が美術との関係を保ちつつ、独立した動き
を見せる点に注目している。ここでは、その具体例として、書の理論（第 7章）と、展覧会・書道団体




 第 4部で著者は、大正 10年代から昭和 20年を範囲に、書を「芸術」と捉え、社会に普及させてゆく
動きに注目している。ここでは、その具体例として、書の理論（第 10 章）と、展覧会・博物館・学校




















平成 30年 1月 18日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
-３ 
よって、著者は博士（芸術学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
